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街中に一般に開かれた形で存在するアート、特に彫刻の美化ならびに長期にわたる防汚処理

活動の目的

こどもに「美」として説明できない状態にある美術作品
を蘇生させること。醜悪な状態からの解放を活動当初から
目的としている。

活動の内容及び経過

蘇生させた彫刻は100基を超える。また、過去に施工し
た作品については現状をチェックしに機を見て訪れ、何ら
かの軽微な不具合(塗装洩れや剥離)を見つければ追加軽補
修を施している。

活動の成果・効果

醜悪な状態の彫刻は特殊なものを除いて、ほぼ無くなっ
てきたと思う。
私は彫刻や顕彰碑などが綺麗に掃除が行き届いている街

は民度の高い住人が住む街だと思う。何年も掛けてではあ
るが、この面で貢献できていると自負している。実際に現
場施工をしている時に「ありがとう」と声をかけられるこ
とが多々ある。何より心満たされる。

今後の課題と問題点

前の項での「特殊なもの」とは、作業足場を必要とされ
るものである。街中で残された醜悪な状態の彫刻は不必要
に高い台座に据えられており、また、このような彫刻が目
立つ場所に在る。これらを考えると悔しい。
作業足場をこちらで手配するにはコスト面で大きな負担

となる。せめて自治体が足場を用意してくれれば…と思う。
自治体は管理者としての自覚を持って欲しいと思う。資産
とするか厄介者とするか…考えていただきたいと思う。
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